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１． まえがき 

私たちは今回の課題研究で、外からでも先生

方の在席状況がわかる、在席看板を作る計画

を立てた。（写真．１） 

私たちは普段の学校生活にて、職員室の先生

方に用事がある際にわざわざ先生がおられる

かどうか確認する必要があり、先生方も一人

ひとり対応しなければならない。 

その手間を省くためこの装置を作成すること  

にした。 

 

２．原  理 

・リミットスイッチ 

リミットスイッチとは、マイクロスイッチ 

を封入し、機械検出をアクチュエータを介し

て動作させる電気スイッチである。動力機械

のストローク極限のための自動停止や位置検

出に利用される。筐体は金属や樹脂製のケー

スで保護することで、耐環境性（温度、振

動、粉塵、水・油等）や機械的耐性を持たせ

たスイッチであり、略称としてLSなどと呼ば

れる。 

靴箱に設置しているリミットスイッチ（写真

２）に靴が置かれると信号がオンとなりLED

が光る。 

 

・ラズベリーパイ 

Raspberry Pi（写真．３）は、ARMプロセッ

サを搭載したシングルボードコンピュータ。

イギリスのラズベリーパイ財団によって開発

されている。日本語では略称としてラズパイ

とも呼ばれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真．２ リミットスイッチ 

写真．3 ラズベリーパイ 

写真．１  作業計画 

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%82%A4%E3%83%83%E3%83%81&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%A5%E3%82%A8%E3%83%BC%E3%82%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%A4%E3%83%83%E3%83%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A9%9F%E6%A2%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A9%9F%E6%A2%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AD%90%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E5%B1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%B9%E8%84%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%BA%E3%83%99%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%91%E3%82%A4%E8%B2%A1%E5%9B%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%8B%E7%99%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%8B%E7%99%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%95%A5%E8%AA%9E


・MESH 

MESH（写真．４）は「LED」「ボタン」「人

感」「動き」「温度・湿度」「明るさ」「GPIO

（拡張）」の機能をもつ 7種類の電子タグで構

成され、それらのハードウェアをスマートフ

ォンやPC上のアプリで直感的に繋ぐことによ

りプログラミングの知識がなくても手軽に Iot

を実現できる。 

 

３．研究内容 

・MESH 

各センサーを用いて目標の実現を目指した。 

 まず人感センサーを用いてLEDを点灯させる 

ことを試した。（図．１） 

試した結果、LEDは点灯したがMESHの

LEDは点灯し続けることが出来ないので次に

テキストを表示することした。（図．２） 

結果、表示自体はできたがリアルタイムでの

表示ができなかったので別の方法を考えるこ 

とにした。 

また MESH を諦めた大きな理由としては、セ

ンサーを使う際一人につき一個ずつ必要であ

りセンサーを職員数分揃えるためには費用が

高額となるためである。 

※センサー一個 約 7,000円弱 

 

・ラズベリーパイ（写真．3） 

 Pythonでセンサーを活用したプログラムを作

成し目標の実現を目指した。 

 まず超音波センサーで距離を測るプログラムを

作成した。（プログラム．１） 

 プログラムはうまくいったので次に一定の距

離に近づいた時にLEDを点灯させるプログラ

ムを追加した。（プログラム．２ ） 

 これがうまく出来ず距離センサーが機能せず

LEDだけがつくことや距離に関係なくLED

が点くなど失敗が続き時間が迫ってきたので

ラズパイでの実現を諦めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．１ LED点灯 

写真．４ MESH 

図．２ テキスト表示 

プログラム．１ 超音波センサー 

プログラム．２ 追加プログラム 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0


・リミットスイッチ 

リミットスイッチを用いて並列回路を組み

LEDを点灯させた。（写真．５） 

 回路と仕組みまでは完成したが実装は出来なか

った。 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

今回の課題研究では、ラズパイ、MESH、

リミットスイッチの３つを試したが納得のい

く作品を完成させることが出来なかった。 

ラズパイで時間をかけすぎてほかの方法を試

す時間が無くなったため満足のいく作業がで

きなかった。 

これを通して、自分たちの計画性の無さを

感じそれと共に計画を立てそれを速やかに実

行することが大事だと実感した。 

 来年度この課題研究を引き継ぐのならば、

今回回路と仕組みまでできたリミットスイッ

チを靴箱に設置・実装しそこから更にクオリ

ティを上げ自分たちが出来なかった方法や新

しい手段を見つけてほしい。 

 

５．あとがき 

  今回の課題研究は初めてのことが多くありそ

れに触れられたことは良かったがその初めて

が原因で結果、作業時間を多く削られしまった。 

  特にラズパイは Python という初めての言語

で使い方が分からず本やネットを用いて作業

し失敗したときには原因が分からずそのたび

に作業が止まってしまった。 

  失敗が続いたときその方法にこだわらず別の

方法を試したり、しっかりと計画を立ててか

ら行動するべきだと身をもって感じた。 

 （松本） 

 

 

 

3年生としての課題研究ということで 2年生

の時の経験を活かし計画を早めに立てて作業

時間を長くとれるようにしたいと思っていた

が想像していたよりも計画を練る段階で時間 

をとってしまい中途半端な状態で始めてしま

った。 

ラズパイ、MESH、リミットスイッチの３

種類を試したが結局リミットスイッチに落ち

着いた。 

作業内容としては大まかにプログラムや回

路を組むことなどが多く進捗を実感しにくい

と思っていたが作業自体が思いのほかスムー

ズに進んだので進捗を実感でき楽しく作業で

きた。 

今回課題研究を通してあらかじめ内容を綿

密に計画した状態で作業を始めることの大切   

さを理解した。 

（高橋） 

 

今まで使ったことのないものを知って、

触れることができてとても楽しかった。 

すべてのものを使いこなせた訳ではないが

今まで授業でも扱ってこなかったものを知る

機会になった。 

結果的には納得の行くものができなかった

が、知識としてラズパイやMESHのことを

知ることができてよかった。 

班全員が試行錯誤をしながら協力しあって

活動することが出来ていたと思う。 

（写真．５ リミットスイッチ並列回路） 

 



計画通りの装置が完成すれば職員室に用事

がある生徒も先生方も余計な手間を省くこと

ができる。 

自分達の代で完成させることができなかっ

たので完成品を見ることはできないかもしれ

ないが今回の課題研究でやってきたことが完

成につながるものであって欲しい。 

(清水） 

 

初め、ラズベリーパイを使ってプログラム

で在籍管理をしようと考えていたが出来なか

ったので悔しかった。失敗するばかりでなか

なか作業が進まず、作業を分担して取り組ん

でおけば良かったと思った。 

ラズベリーパイを使うのは初めてだったの

でわからないことばかりで難しく、またC言

語がうまく使えなかったので時間ばかりが過

ぎてしまった。ラズベリーパイ以外にMESH

を使ったりリミットスイッチを使用して電気

信号によりLEDを光らせる方法も試した。最

終的にはリミットスイッチを使用する方法を

使ったが実際に職員室に設置することはでき

なかった。 

今回の課題研究で初めて本格的ラズベリー

パイというマイコンを使ってシステムを作成

することを行った。多くの問題や失敗があり

スムーズにはいかなく作品は完成しなかった

けどいい経験ができたと思う。  

(住田) 

 ラズベリーパイを使ってプログラムをし

ていくことになったが、カメラモジュールを

使い、特定のものを検知させるプログラムを

制作している段階で先に進めなくなり、断念

することになったのが心残りです。 

扱ったことのない多くのものに触れて研究

することができたのは、とてもいい経験にな

ったがそれらを応用するために大幅に時間を

使ってしまった。 

班全体としての情報提供などはよくできて

いたと思うが、なぜこんなに時間がかかって

しまったのかを考えると、別の方法を試そう

という意見がなかったと思いました。 

先に進めなくなったとき、無理に先に進も

うとして多くの時間を使ってしまっていたの

で、別の方法を考えたり別の方法をやりつつ

先に進めれるよう調べるなど、つまずいてし

まった場合にどのような行動をとるべきなの

かをよく考え行動することが大切だと今回の

課題研究を通して学びました。 

(渡辺) 
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